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Fコ iil

茨坑肘 こ娼取捌桐 の′∫I/jY又が概 するとき,
患棚 Iの煙弛 こ依ってこiLに丘火するためのEET･J主夫

の5也に分苅されqろ｡

l 爆兼のぼせに上る火焔

2 脚 に上り生すろ生成uス及iEのuスの弛 圧

u

l卿 に伊い流牡する触 手
< ぼRに仔i挺力汲Ztび舶苧fE

S 灘 の戊汁なる伽 に上る火仏

之等の国子の小木托勧 こ於てl三越暮のJfZFに伴うd

千匹に上る′タン盗宗湿分q>の菰火に月して援生的

考薪を加えること ナゝろ.

春光なる加声によるB火

′′ン盗克氾公qスのは弟に上ろ轟火にBJZLl'cr-

TO川 ZldG8"ttlrtlp:ら棚 IR にてZt爪的に研究した

放射 王.鮒 力耶伏 してから l/I,∝0-lI2,CEO珍技に
IJPンHスのj払火がなることを的かlこした｡それに上

I)沃野はJPンPAの蜘 ;火脚 や狂に上って行

われると梼iして朴も｡

ノ?ン益や況合yスのは吸取界lこ刊するESJJjの影申
別

としては E)onc守によれIfl丸型の齢 CHlガー56

-ll3でもろのに即し,肋めの出力S･せ加すらに捷

し1.Rlは殆んと群化しないけ1L,ども上Rlは督しく柵大

する｡明x.ぱ 125紙 の下では CHJJ-57-<5-5と

肪村 のば鮎 桝を刑 ~･ l)
又陳 虻栃lこ上る軌火にDJ)しては J)L■Onによれは

Ctl.の含布丑を 3,< から郷 に相加して 8,< 附姓

にZlれほ於も批 少くて点火L.それ以上になると

7lfび批 S･相加しなけLLはならEI. 伽も 8タ,'附近

の CH◆の4台JtuE火し払 ､ ln5年英日の無双

に上ろも柑拝のことがすえる｡

tW 汲lこ於ては耶 内に出指すろためのピス

トンは邑火の抑 止するのでもろから長持湖艇相の

民放を保持する｡比の虫は脚 鼓のiu の如き母
小暗仰の鮒 の中台と興るの'Cあるが,-JFCl寸一が

租)

8-9% 附近の混合船 のとき魚も払火し卦,･ものと
して壬者は虫fiを並めたいとEi｡

叉滞なろ雌 轍のgI合には鮒 の加兼特恥 こ長
いから放牧的低い逆圧で拡火するが,qf汝の牧舎は
脚 の嫌 でもろから和書か ･i且まにならたければ

点火Ll=いことも鮎 に僻 されろことである｡

;呈丘とB火連れとのBd床

CH-97.'のJFン弧 合 Kスに壬亡きi上兼と監火

特rinのiLれとのAG休として Xn)10日lndWheellZrの

肋 ･ら暮者は_育て式のbき1暮一式を豊山し丸

さ.-i lBT'諾 三 ･日

但しeLl王盈火漸 L(虻CJであり,Tは仰 (oE)

である.比の式に上ればEL;りに洪4JLl媒兼の火焔持続
吟Wが L/]0,ccO附 とすれば TI,･2.3Ll･lOK(2,07lOC)

となり.煤兼の脚 Eh ;2,070°C 以下ならば共の

火協ではJリ ンH又に払火しないことを71-;してhlろ｡.

帯平温の濃度.ポカ

巣班の初の扶持を鮭ノJPl,客 抄 Il.iAq Tlとし,
共のFnこ軒繋汝が仲1万ナろ朝会に榔 渡内の出力 P:.

77
プ細いZ,iA皮T!とすJLは.Ril血rlbcrgが RlelTnntl-

Hugoz)10Lの沌i的軒死からtl将した夫の帥休が持ら

Itろ｡

p州一普 (C,-8!) ･(2)

･2-T,-茄 等 三(Z･:(i)'〕
(コり

但しCは撫 鼓の曲丘にして｡はm に於けろ℡

鼓の題故である｡釜束小では 】5.C で q･･340m/5

(2).(3)式からCに封するPt,T士が計辞され怨も｡

市暮波の速度及qEさとメタンガスのLS火

とのJl滞

Jタン槻 合dAの野和 に上る玖火を考えろ奄

合には.軒gE故の虫力と非の加玉将rJ'1,ゆち故の逆生-



と群さとがPqRZEとなる｡田yE故のFy言をL一遇JrをC
とすiuf加古!時AEleは

e-÷ ･(4)

と1=ろ.

さてiA書と監火Iitとの粥鎌は一粒に rl)式の如
く班わlされろ.

.-ITA･ ･(5)

故̀l=(3)(1)及び (5)劫 -ら巾 鼓に上t,Jタン

吉和 令uAj寄 火されろたbの和学要のFtさS･恥

す夫のM が柑られる｡
CA

〔Tl十品 ･晋 i･･黒 )'iT
- -- --- -- =-･‥----(り

従って 9ガCJIL-･刊 rのZR合gAの上火に捗でろd

書記の咋言のJt小甘として(+_(り 式の A-udは

)CJ:及び N-11QTを (6)に代入して夫のJl焦ら:79

られる.

ト ･蓋 ･篤 史tt･i(3)r ;
イ7)

この (7)ぬ ･ら古宇班の44の巡ZECに2げ ろ茂
のFTさ L を計井すれば 】功の如くである●(,1炎には_
鼓の亮力 Pl及びiA亜 Tfを打井して元十｡

車 ) 9,''lCH1-8ITの荻火のための畔 鼓

の過JE,Jlさ.ilk,応力

C(帆/8) し(erZ))

1cc0 118x101

Ⅰ500 S【BxZee
)仰 75CxzO

19cc 2C8xlD
2(泊〕 663
21CO 2.10

22CO 857〉日0~1
23く0 270xl0-1
24(Ⅹ) 758KlO12

25a) 425】り O Ie
2tJXl Il<XlOI:
27CD Jl=8x10~一

30X) 287xlol一

rl(BK) Pt仲gl'cmり
753 102

Z3b3 232

1843 33A

2028 372

2213 ･n3

2･=3 15ら

2623 50)

2843 518

30W 595

33CB b48

35S3 698

3813 755

1W 933

本鞘中油LCとnJさとの貼作とEIi示す)uまわ 】の加で
あり.払火脚 投の下及び左方は地 雅にして共の上

及び右万は危拍非と℡～ことにIJ:ろ｡

次に何 故の迎EEとJTさとのB暮経の吐詮式としてIi
Tゝ ylorの研勤 :もろが,それ一岨 空が℡丑の逆さを

任かに想えるmJtの屯8社の牡合であり.銀毛柵
の如きTわはGl+yF過の中台には池月=れTIい｡従っ

てLtの捷な汲魚に野する榔 類いはW _の折党に

持つべきものである｡

禿t丑の軸 及びFFさlこ蛸するf巣ii

瑳君打暇 の連生及びFI引こ粥する文辞亡はtt少で

もろが.抑 耳氏紺 J特GBLE集の悌 姓から1gら
れるものを以下fe%する｡■､
Pd)LTTuZlaZ)a ＼loodheadによれIf盟itぽ)たる

CelzTN)tlIt亡 Il3gを在中態厄t3日にてのせ汝の岳丈

はまの如くでもろ.

孝tftkS肉 付元方向

舵 の道真 C(m/*1 3Cd lew

+ 好さL(⊂巾) C51 Z5

itの世を/葬 1の世と.Ttt2するに轄方向rtIgyuA

へ邑火の肋 ;もろめち ■方向r-_壬全である｡

謙水兵によiuf-◆ソーy'/ )gを集中… 要に
てCEl!Cm zAiのときL-0.3亡Zbを持た,これは小

繋tたろため安全界l=入る｡

GzLVLhTt)Pは竹 ¶甘 S･鮒 内にて娼表せしめ,
粗 放宙摂虹のt■にてほ乳盆の上下疑元よりのE射
鼓を排 して居 るが.そiuニよち と冊 tZは C-

3CO)rn/Bにて L-23cITlにして反身概 の L-lcm

である｡これれは危偽称 こ入って成る,
又鍬氏の水r71脚 数によれはピタlン鼓の重た
を砧■I=草丈して世心から 】m の嘘 に於けち世宇

汝の脚 WLlは茨のbくである｡

妓t(g) C(nVJ) Ill)dh坤rFl(scc) i(cTn)

lCO I5CO IIlo,∝0 75

),7cc 16CO )/10,COO 1(I

9.cm l籾 l/6,cc0 32

秒ち珊 故の仰引ま雅たと犬に埼火することを示し
ていろQbtのことは定性的には来tI中に於てもすえる

ことでもって,払超bl相加すかはJqyq>へ【払火し

易くなろ不可と-数十る●

以上の托すZa廿Iiけでは榊 の内えたノタンUス点

火のための畔 控の廼JyとF?さとのPf休式 (7)の垂
雅 を捻付すろにIt不光分でもろから,その桝

村のためには今攻 の甘さの農t!に期持せざるを得な

い○
冶 ti

l排 のほ丑に伴う打撃正の迎兜をCとし.J才芸をL

とするとき,9,'iCHr AIri見合uスが牝の柵 に

怯って点火されろためには故の包皮と好きとのrLtlに如

何なろ胞 :存在すべきかを溢 的に胡 し.夫のII



材m ti牢鼓によるメタンdスのむ火にFIナ考庶

縫式を携辞した｡

これをれ位的に計井してJITンu入所火の危掛 と
脚 とを分ち,大に之をttaのt良心と光軸 対し
た｡

文 炊

り PcrtotandGawthrDp Id E-1g Cllen,
19()n7),]2%

2) 1加C,IIc､yLttaTld To､yZ)Cod.､Gnseotu
comblBtLOntLtlilghPresstlrC(Zn9)3]7

3) Jt托 火炎耕すtL3T(昭 12)316

4) 茄1本 決才tWl薮書.b,丑俵と煤載 (和 24)
【0.

5) .NnylorAZld ll竹eeler SafetylZ) }IIZleS
ResenTCh触 Td paperyo9

6) 村n 崇宙技術,3, 9(巾 23 9JJ書)Z2

7) R LJd印berg Artll･lton8tSh,(19ld),257
sc77mld乙-Z Schtess-SpTetZg,27 (19コ),

l<?

8) TA)tor Dl,Tand.AcrtxlynamlCTheorT Vol･

l (19叫 ,218

9) PAyFZrlZlatldlV仙 lheT-d･Prk Ro).SdCIJ

163(1937),lS75.

10) 淋 火打雅甲薪277tZ(Jg12).

(* 2

En iil

Aに雌碑の柵 に上るJリ ン免琵血合ガスの

､軌火のPq組を考薪するに筋L)まとし･t:Vスの追坪と出
火時rZflの超九との臓怖7'd誠中として絶じた.燃るに賞

打は仲 故の退坪の他に聖力も軌火時rHlの激 しを短抱

し,払火を容易ならしtZる作用をなす｡ そこで本報告

では過払 出力の稲守を琴放して′タyuスの空し火に

BJして考群することiすろ｡

浅JE.軍力とメタンガスのZB火との8B保
◆ tl

GArner及びHamが′Pン軟抱 合qAにBEきii
血 推力を挺えて火滋に刊すろM を研究した枯柴
によれば,AW での藍カ P.,退庶T及び兵火丑it
eの間の抄紙は SelmnOq式

1'̀C-E/灯8-ぐ08St→A (1)
に合丑することを示して居る｡

さて h-Aylor及び WheeleTのJgy盗苅】生食yl

A)毘火iaJkと軌火垂出しとの貼綿のt汝伽 lら 】oge～

日) Gavthrop Ezplo3Eng 12(lbl).17･
】2) 計水 兼鼓淡

白 197.'CZL-Al一O劫火○たわOf早ま
の昆BE(C)とqLき (i)とOH群

ー

ク冒 貴 兄也A
1～t 検

界

】

5 l l l
+

3ヱ l

IIOnt,JP ZJ. . 沙
_1- IJr一一一

C(･M/S】報)÷ 眺係を- フにすiuf従 ,

の如く鵬 ･250PK肘妃を祈鮎とする瓜が持ち水,其の別

技では佃 な在校となろ｡Lこれ上I)碓新王CH4-Alr混合ガスの弧火に封

ナろ出力柑 鼓 ,'.満性化lネZL･4'- E.坦較 ^

を次の如く井ftlした｡125001こ以下の包含 1
2580K以上の壌合2.05 Ⅰ8

E 286Q) 107CO

l IA - -｢一 ････.･.･
.･.･.･.･.･‥773xICI 933x

IOT土との■.Eの位にBBし

て朗に GユrTlCrや.Tt'eurLnnnの3F山したもの

は次の如くでもろ｡GarnerA Hat

h h'etlnat)a2_13
JaE 23山0

41ccDePち活性化エネルf- EのdZIとGar】⊃



20 エ 鋲 火 難 協 骨 臣 節 日 雀 抗 】士

は雄者の 125CoJi以上のときの鰍 こ殆んど等しい｡温

庄 】250'K (-977°C)を姥として活性化エネルf-

が要ることは.CIIlの鮒 ヒ反横瀬軌 ;杓 Ⅰ∝がC 附
並を境として崇化するものと考えられる｡

侍史力持抵nlこ鵬してEiH三一Alrのせ合 Shtcrtl

等に玖れは "-LSとなってぼろから CZirAlrの投

合と異なる.

衝窄波による CIlrAirのむ火

高速の街繁渡に上る提苛性il合Hスの乳火の可能蛙

に牒する池魚的託送は多くの文歓 に見らろ▲eiであ

るが,定丑的なま投や理会は殆んとなかった｡戟近■1
Zel'dovICh啓は H!,CO.CS2の如き可愁色yスと炭

窯とのiR合Hス中に羅迎2,OX)tn/Sまでの崇評を射ち
込んで西軍鼓による象火の拝詮を行った｡而して失明

坪では免火しないが中郡河では虫火ナ 71ことから比の

邑火か押絵と幻班との韓鎌 にEgろのでなく,卒研

の前面に放ける衝撃鼓のl脹拒作用に因ると鯉 して居

ち,

英の主なるfl段成収はa:の盛りである｡

鮎火のため af雫注
の叔小頚蛙 の廷嘆 p/po
(m/ら) (9J=)

2Fr=+Of+7ALr 1320】120±70 <2
2r.5.0:tog.時t)d ､'lth･5和 】420-50 60

CST222.I+0=78,Q./ 】33D l2ZO土50 69

而して や-】5∝)土】50TTt/Sの掛合の艶火遜iUミ th=

]OIムー】O-dsecであることも掩めた｡

氏等の甥段に於てtSj撃沈の用さに官茨してriないこ

と及び CfTrA)rに舶する光政が行われてralか ､こと

は狂者のEIBbとする拙弊淡に伐る CHrAlrの鮎火の

闘将の研究には不充分であるけれども,砺撃汲だけに

上る燥表地ガスの立法火のための蔽小33Zl皮を求めたこと
は牡の万両のm死に大いに鴇糾し柑るであろう｡

CHlは別紀の可燃性ガスよI)寧ろ払火しにくい性

Rがあるから CHl-Alrを弘火するための田撃淀の良

小過段は恐らく2600 m/Sを出とろであろうと想像さ
iしろ｡

さて CHrAlrの艶火にLHL韮溝の井Illした活性化

ェネルギーと出力柏Ctとを用いて ())式を習けば

1250BX Jj}下で

p,均 一籾 ′RT0-7ま す ･(2)

1250oK .臥上では
p･JE-m /Zrr O-すま す (3)
となる次に CHrAlriR合Nスの始めの妖怨を匪力

Pl.退庶 TI.戟姓 p)とし坪 泣内の匹力 Pf,i皇皮

Tfとすれは野輩虹の速度を Cする時

pe-p戸倉 (C,-♂) ･(4)

･亡-T1-7若 戸 晋 Ⅰサ (i )!]

(5)
ll

なる琵休式がある (RIJdezlberg)但し比良に Qは頂■

iヨに於けろ男並中の育池である｡
CE7.の此黙としてはrntern.lL)OnalCr】t】ealTable

並びに之挽母碓 炎の平均y(として

Cp-zlγ-T127

を窮f).9ガCtTrAI'混合gスにgtては

C7-9324.7=1362.p-0125
となるQ之等の鼠を仙 -て (4),(S)劫 .ら卿
の塵-J).温恥 ;任丑の遜BZCに対して計井される.但
しa-3<Om/A,Tl-288OK,PI-1kdL･meとする｡

託にCiT;半荘の拶言を L とすLufそれに上る監提琴
問は

÷ =e ･ (6)
であt),ttの8時r:m '･CHrAlrの軸 Lの時間以

上であれは,その打撃鼓に上って虫火するわけである｡

従って (6)式の erl余も小さいときでも細 れlこ

一致して初めて軌火の鮒 を満 +ことになる.故に

(6)式の Oを (り式のeに代入すれば打撃鼓両のBf

力 P,i且皮 Tのときの CrレALり二期火するための

汲の逆圧 C,故のJg芸Lの搬練武が式の如く縛られ

7-l.L

L一箪 ･ (7)

比の (7)式と (4),(S)軸 びに (2),(3)式から

田野技の任意の速度 Cに勤する虻力 Pe,iA度T巴及

び CH4-Alr払火のための汲のか小好さ Lを計罪す
れば衆 】の如くである｡

C(a/～)

gB

Pと(kdcm=)Te(OK)

粥

和

豊

洲

朋

加

即

諾

別

.7
0

7

0

2

2

つ一
9

Lf)
0

2

10

は

20

27

34

招

引

9

;

S3
妬

皿

Ⅷ

淵

慧

珊

瑚

和

細

別

皿

L(cm)

(2)武 (3)式

08】×lC丘 】82).107

50∂×10± 】丘7xlO1

88 79×】0

04】 】24

367×10~℡SO〉く1012

537つり0-1JIOx】0-3

)L2xl0-95)Oxl0-1

315】り0-4893×10-5

JO9xl0-●249一日OJS

JIJiX)0一五821〉(】016



村m 市中汝に主も′タンdAの劫火J=JTナ4本 2J

Clち CIlrA汀混合q又が田学位に上って乱火する <) ShLem.KrnetjELTulSoko】lk A亡tJLl7hr51ポー

ための丑の過度とけさとの脹帆 ミ(2)式に従～串合と 亡hlm.U.R S.S8,.a).] Phyd Che∽ U.
(3)丈r=挺う書籍とで若干の豊泉がある.【2)式にエ S S 氏 IT(1938)7払.

ろときは茨の過度 Cが 】SDezn,以下の堵含まの厚 5) Ze】do､･'chAndS】巾叩ltltOth,DokLAdyAkAd.
さLは相t付くなけtuf苑火せず.又(3)式に鮫ろ yatlk,ら.S S 7t65(]91g)Wl.
ときは C<H00 TM の書缶用じく正のIEさが相計ヰ b) RtJdet,beri-.A,Ill_tlonaLSh.,(,9)6)2:-

く!=lHtl三島火しなtLことにTL0.その様iこ執 tZE筆 Sehmdt･a S･S12日 ]9ヱ2日 49.

鼓は肘 小では生L:掛 ･からftのglJfの-過言以下のEl

暇 では旦火･洩 らないと- られる･ Sl1I｡ge一寸 -
-tに (2)式と (3)式とに上ろ茂のJyさ L の計井

的の変型iJほ の遡EtC･=Z父OmJの折にも･).モ 'Aユ
1ul下の道東では (2)式に上る Lカ:小さいが.それ

上一u二の盈正で(._(2)式に上ろ紅さ:大きい.ifiLで(2)

式 (3)式ともに C>】eCCTnlでは題辞に上る好さ L

の隼Iとは～tt2gM､さい.倍畔さ Lの■化の浩しいf5
分をX京すかはSE2の血くでもって不亀火馳 '4の
左方でも(),事i火制 は右方になる.

以上は石琴芝に困ろCH√.1'r誕合ブスV.J邑火のriTL

粗を定JLBgJこ考蔽したのであるが.将 茨の捜安とFf

さとに沖する捕7tな#汝伽 ;ないので現在までのal重

才qTLgした式 (T)5Zは (2),(3)等碩 公蛙に表す
ろ紙肘か斤わ7tJrt.｡

鈷 ti

1 CHrAlr混合u>の義火のための離 IEl工 手Jt･ギ

ーは 1250.K以下にて28,蛇OcAVrnd,.2588J=以

下にて W,7COc.lVTnOIでもろ｡
2･珊 鼓のigl壁 C,E-)Jド,i且腔 TのときCHr
ALrが粘火するためには故の好き しま:次式に捷わ
ねはならねE.

cA芦

3牝の式を9%CHrAErJ=放き計3TL,比の混合q
スが放火ナろためにはPT解放の地政が 】丘00汀巾 以

上であるべきことを推JBした,

(･J･1.本研究に放ける巾W 作はEl本地月ほ撫柑 it双
書エ相即州 の投書JW がが行ったものであることを

たし,牡出に感謝の士を軒T-ろ｡
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